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序
論 

 

本
研
究
は
、
五
行
説
が
漢
代
の
経
学
上
で
如
何
に
発
展
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

論
述
を
試
み
る
。 

 

五
行
説
は
す
で
に
先
秦
時
代
に
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
期
間
に
生
み
出
さ
れ
た
様
々

な
言
説
が
、
漢
代
に
至
っ
て
整
備
・
総
合
化
さ
れ
た
。
こ
の
整
備
・
総
合
化
が
、
後
代
の

発
展
・
飛
躍
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。
二
千
余
年
に
亘
る
五
行
説
史
に
於
い
て
、
漢
代
は
、

謂
わ
ば
最
初
の
成
熟
期
に
あ
た
る
。 

漢
代
の
、
と
り
わ
け
経
学
に
関
連
す
る
五
行
説
の
傾
向
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
先
秦
時
代
に
展
開
さ
れ
た
様
々
な
五
行
説
が
、
前
漢
期
で
は
そ
れ

ぞ
れ
別
個
に
発
展
し
、
そ
の
う
ち
の
月
令
・
五
徳
終
始
・
洪
範
五
行
等
が
、
儒
者
に
も
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
漢
末
頃
に
な
る
と
劉
向
・
劉
歆
が
そ
れ
ら
の
体
系
化
を
試

み
、
後
漢
期
に
は
分
野
を
越
え
た
議
論
が
活
発
化
し
た
。
こ
れ
は
、
経
学
が
各
経
典
ご
と

に
整
備
・
展
開
さ
れ
た
後
に
、
前
漢
末
頃
か
ら
兼
修
の
傾
向
を
強
く
し
、
そ
し
て
五
経
を

横
断
し
た
議
論
が
活
発
化
し
て
行
っ
た
の
と
、
同
期
し
て
い
る
。 

五
行
説
の
歴
史
に
於
い
て
も
、
漢
代
の
学
術
に
於
い
て
も
、
当
時
の
五
行
説
は
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
は
漢
代
経
学
に
於
け
る
五
行
説
を
考
察
す
る
。 

 

五
行
と
は
何
か 

 

そ
も
そ
も
、
「
五
行
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
林
克
氏
に
よ
る
定
義
が
、
要
点
を

押
さ
え
て
い
る
。 

 

五
行
は
各
々
が
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
物
質
の
性
質
の
ど
れ
か
一
つ
を
も
ち
、

五
者
間
に
存
在
す
る
序
列
に
従
っ
て
相
互
間
の
関
係
を
規
定
し
あ
う
五
気
で
あ
る
。

両
者
（
平
澤
注
：
陰
陽
と
五
行
の
こ
と
）
は
ひ
と
し
く
盛
衰
・
集
散
し
て
、
事
物
の

生
成
・
消
滅
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
変
化
を
つ
か
さ
ど
る
作
用
因
で
あ
る
と
と
も
に
、
事

物
を
構
成
す
る
質
料
因
で
あ
る
…
…(

中
略)

…
…
五
行
は
五
分
類
で
き
る
あ
ら
ゆ
る

事
物
の
範
疇
で
あ
る
。(

1) 

 

具
体
的
に
言
え
ば
、
方
位
・
季
節
・
五
原
色
な
ど
異
な
る
領
域
の
事
物
を
五
つ
の
分
類

（「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
）
に
大
別
し
、
同
じ
分
類
に
入
れ
ら
れ
た
事
物
同
士
に
、
共

通
の
性
質
・
作
用
や
対
応
関
係
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
暖
か
く

な
り
行
く
季
節
で
あ
る
春
と
、
太
陽
が
昇
る
方
角
で
あ
る
東
は
、
同
じ
く
「
木
」
に
分
類

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
木
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
、
色
彩
で
は
植
物
の
色
で
あ
る

「
青
」
が
属
す
る
。
そ
こ
で
、
春
に
天
子
は
青
い
服
を
身
に
ま
と
い
、
東
の
郊
に
て
春
の

気
を
迎
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
来
異
な
る
領
域
に
属
す
る
事
柄
同
士
を
、
五
行
へ
の
配

当
を
介
し
て
結
び
つ
け
、
関
連
さ
せ
て
考
え
る
の
が
、
五
行
説
の
第
一
の
特
徴
と
謂
え
よ

う(

2)

。 
 

ま
た
、
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
の
間
に
、
「
相
生
」
「
相
克
（
相
勝
）
」
「
相
沴
」
な

ど
の
相
互
関
係
を
想
定
し
、
更
に
そ
れ
を
他
の
領
域
の
物
事
に
適
用
さ
せ
る
の
も
、
五
行

説
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
木
は
土
に
勝
ち
、
金
は
土
に
勝
ち
…
…
」
と
い
っ
た
相

克
の
関
係
を
王
朝
交
代
史
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
「
黄
帝
（
土
）
に
夏
王
朝
（
木
）
が
交

代
し
、
夏
王
朝
（
木
）
に
商
王
朝
（
金
）
が
交
代
し
…
…
」
と
い
う
歴
史
観
が
生
み
出
さ

れ
た
。 

 
五
行
説
は
戦
国
期
に
成
立
し
、
秦
を
経
て
漢
代
に
な
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
と

り
わ
け
後
漢
期
に
は
、
経
学
・
歴
史
学
・
天
文
学
・
医
学
等
々
に
於
い
て
頻
繁
に
用
い
ら

れ
、
五
行
に
よ
っ
て
様
々
な
現
象
・
規
律
が
説
明
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
『
白
虎
通
義
』
五

行
篇
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
見
え
る
。 
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火
、
陽
、
君
之
象
也
。
水
、
陰
、
臣
之
義
也
…
…(

中
略)

…
…
五
行
之
性
、

火
熱
水
寒
、
有
温
水
、
無
寒
火
、
何
。
明
臣
可
爲
君
、
君
不
可
更
爲

臣
。 

火
は
陽
で
あ
り
、
君
主
の
象
で
あ
る
…
…(

中
略)

…
…
五
行
の
性
質
で
は
、
火
は
熱

く
水
は
冷
た
い
。
温
か
い
水
は
存
在
す
る
の
に
、
冷
た
い
火
が
存
在
し
な
い
の
は
、

何
故
か
。
こ
れ
は
、
臣
下
が
君
主
に
な
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
が
、
君
主
が
再
び
臣

下
の
身
分
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

子
之
復
讎
、
何
法
。
法
土
勝
水
、
水
勝
火
也
。 

子
が
仇
討
ち
を
す
る
の
は
、
何
に
基
づ
く
の
か
。
そ
れ
は
、
土
が
水
に
勝
つ
の
が
、

水
が
火
に
勝
つ
か
ら
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
る 

 

前
者
で
は
、
君
主
を
火
、
臣
下
を
水
と
し
た
上
で
、
臣
下
の
即
位
が
可
能
で
あ
る
こ
と
と
、

君
主
の
退
位
・
臣
従
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
水
・
火
の
性
質
に
関
連
付
け
て
説
明
し

て
い
る
。
後
者
で
は
、「
火
が
土
を
生
む
（
＝
土
は
火
の
子
）」「
水
は
火
に
勝
つ
（
水
は
、

土
の
親
で
あ
る
火
を
害
す
る
）
」「
土
は
水
に
勝
つ
（
土
は
、
親
で
あ
る
火
を
害
し
た
水
を

害
す
る
）
」
と
い
う
五
行
相
生
・
相
勝
に
よ
っ
て
、
仇
討
ち
の
正
当
性
と
五
行
の
法
則
と

の
共
通
性
を
述
べ
る
。
な
お
、
『
白
虎
通
義
』
五
行
に
は
他
に
も
、
妻
が
家
を
離
れ
て
夫

の
家
に
嫁
ぐ
こ
と
や
、
水
に
浮
く
臓
器
と
浮
か
な
い
臓
器
の
違
い
等
、
様
々
な
事
柄
・
現

象
を
五
行
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。 

 

多
く
の
場
合
に
於
い
て
、
五
行
は
分
類
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
、
か
つ
、
そ
の
分
類
は

相
対
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
間
は
、
木
に
属
す
「
鱗
虫
（
鱗
の
あ
る
動
物
）
」
や
火
に

属
す
「
羽
虫
（
翼
の
あ
る
動
物
）」
等
に
対
し
て
、「
裸
虫
（
鱗
・
翼
・
毛
・
甲
羅
な
ど
で

覆
わ
れ
て
い
な
い
動
物
）
」
と
し
て
土
に
配
当
さ
れ
る
。
一
方
で
、
聖
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ

徳
が
配
当
さ
れ
、
例
え
ば
漢
の
高
祖
劉
邦
は
火
徳
と
さ
れ
る(

3)

。
し
か
し
、
そ
こ
で
、

人
間
で
あ
り
劉
邦
で
あ
る
と
い
う
人
物
が
果
た
し
て
「
土
」
な
の
か
「
火
」
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
固
定
的
に
定
め
よ
う
と
は
し
な
い
。
鳥
（
火
）
や
魚
（
水
）
に
対
し
て
は
人

間
と
し
て
土
に
当
た
る
し
、
殷
の
湯
王
（
水
）
や
周
の
文
武
（
木
）
に
対
し
て
は
漢
朝
の

帝
王
と
し
て
火
に
当
た
る
。
つ
ま
り
、「
生
物
」「
王
朝
」
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に

於
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
有
す
る
か
と
い
っ
た

こ
と
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
相
対
的
な
属
性
名
と
し
て
五
行
が
附
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
単
な
る
分
類
概
念
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
働
き
を
有
す
る
実
在
と
し
て
の
五

行
、
す
な
わ
ち
、
「
五
行
の
気
」
な
る
も
の
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
以
下
の
例

で
は
、
五
行
に
分
類
さ
れ
た
物
事
同
士
の
相
互
作
用
を
媒
介
し
た
り
、
或
い
は
五
行
的
属

性
を
有
す
る
物
体
・
性
質
を
形
作
っ
た
り
す
る
も
の
と
し
て
、
「
五
行
の
気
」
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。 

 

傳
曰
、
貌
之
不
恭
、
是
謂
不
肅
…
…(

中
略)

…
…
時
則
有
下
體
生
上
之
痾
、

時
則
有
青
眚
青
祥
。
唯
金
沴
木
。
說
曰
、
…
…(

中
略)

…
…
氣
相
傷
、
謂

之
沴
、
沴
猶
臨
莅
、
不
和
意
也
…
… 

『
洪
範
五
行
伝
』
に
、
「
容
貌
が
恭
し
く
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
不
粛
（
厳
粛
で
は
な

い
）
と
い
う
…
…(

中
略)

…
…
時
に
下
半
身
の
も
の
が
上
半
身
に
生
え
る
と
い
う
痾

が
起
こ
り
、
時
に
青
色
の
眚
・
祥
が
現
れ
る
。
こ
れ
ら
は
金
が
木
を
損
ね
た
の
で
あ

る
」
と
あ
る
。「
説
」
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
…
…(

中
略)

…
…
気
が
（
他
の
気

を
）
傷
つ
け
る
こ
と
、
こ
れ
を
『
沴
』
と
い
う
。『
沴
』
と
は
『
対
立
す
る
』
と
い

う
こ
と
と
同
じ
で
あ
り
、
不
和
と
い
う
意
味
で
あ
る
…
…
」(

4) 

 
性
所
以
五
、
情
所
以
六
者
、
何
。
人
本
含
六
律
五
行
氣
而
生
、
故
内

有
五
藏
六
府
、
此
情
性
之
所
由
出
入
也
。 
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性
が
五
つ
あ
り
、
情
が
六
つ
あ
る
の
は
、
何
故
か
。
人
は
生
ま
れ
つ
き
六
律
・
五
行

の
気
を
含
ん
で
お
り
、
体
内
に
五
臓
六
腑
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
五
臓
六
腑
が
、
性
・

情
の
出
入
り
す
る
場
所
な
の
で
あ
る
。(

5) 

 

前
者
に
於
い
て
は
、『
洪
範
五
行
伝
』
の
「
唯
金
沴
木
」
と
い
う
字
句
を
、「
説
」
が
「
金

の
気
が
木
の
気
を
損
な
う
」
と
い
う
意
味
に
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
行
動
に
よ

っ
て
、
五
行
の
木
の
気
が
損
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
、「
下
體
生
上
之
痾
」「
青
眚
青
祥
」
と

い
っ
た
異
常
現
象
が
起
こ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
で
は
、
人
が
五
行
の
気
を

含
ん
で
生
ま
れ
る
た
め
に
、
体
内
に
肝
（
木
）・
肺
（
金
）・
心
（
火
）・
腎
（
水
）・
脾
（
土
）

が
形
成
さ
れ
、
仁
（
木
）・
義
（
金
）・
礼
（
火
）・
智
（
水
）
・
信
（
土
）
の
五
つ
の
性
を

持
つ
よ
う
に
な
る
と
い
う(

6)

。
い
ず
れ
に
於
い
て
も
、
五
行
そ
の
も
の
と
し
て
「
気
」

が
存
在
し
、
事
物
の
形
成
等
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

従
っ
て
、
五
行
と
は
、
大
抵
の
場
合
に
於
い
て
は
物
事
を
分
類
す
る
概
念
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
特
に
前
漢
末
以
降
で
は
、
「
気
」
と
い
う
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
、
と
謂
え
よ
う
。 

 

先
行
研
究
概
観 

 

古
人
に
と
っ
て
、
五
行
は
天
地
人
に
共
通
す
る
原
理
で
あ
り
、
不
易
の
法
則
と
見
な
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
、
五
行
説
は
あ
ら
ゆ
る
学
術
に
入
り
こ
み
、
中
国
人
の
世
界
観
・
倫

理
観
・
社
会
規
範
に
強
い
影
響
を
与
え
続
け
た
。
こ
の
よ
う
な
五
行
説
に
つ
い
て
、

梁
啓
超
氏
は
「
二
千
年
来
の
迷
信
の
大
本
営
」
と
言
い(

7)

、
ま
た
顧
頡
剛
氏
は
、

「
五
行
と
は
、
中
国
人
の
思
想
律
で
あ
り
、
中
国
人
の
宇
宙
の
系
統
に
対
す
る
信
仰

で
あ
る
。
二
千
年
以
上
も
の
間
、
五
行
は
極
め
て
強
固
な
勢
力
を
有
し
て
い
る
」
と

述
べ
る(

8)

。 

五
行
説
に
対
し
、
既
に
明
清
期
に
は
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
た(

9)

。
ま
た
、
民

国
期
以
降
に
な
る
と
、
思
想
・
学
問
の
西
洋
化
が
推
し
進
め
ら
れ
る
中
で
、
五
行
へ
の
信

仰
は
非
難
の
対
象
と
な
っ
て
行
っ
た(

10)

。
そ
し
て
、
伏
羲
や
黄
帝
が
発
見
・
制
定
し
た

と
い
う
説(

11)

を
盲
信
せ
ず
、
五
行
と
い
う
観
念
が
実
際
に
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
形
成

さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

議
論
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
梁
啓
超
氏
が
一
九
二
三
年
に
発
表
し
た
論
文
「
陰
陽

五
行
説
之
来
歴
」
で
あ
っ
た(

12)

。
梁
氏
は
、
早
期
の
文
献
に
見
え
る
「
陰
」
「
陽
」

「
五
行
」
に
は
、
陰
陽
の
消
長
や
五
行
の
相
生
・
相
克
と
い
っ
た
内
容
が
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
後
世
盛
ん
に
説
か
れ
る
よ
う
な
陰
陽
五
行
説

は
「
燕
斉
方
士
」
に
始
ま
る
と
考
え
、
鄒
衍
・
董
仲
舒
・
劉
向
が
こ
う
い
っ
た
「
妖

言
」
を
形
成
・
発
展
さ
せ
、
世
間
に
広
め
た
と
断
ず
る
。 

そ
の
七
年
後
に
顧
頡
剛
氏
が
「
五
德
終
始
説
下
的
政
治
和
歴
史
」
を
著
し(

13)

、
梁

氏
の
説
を
更
に
推
し
進
め
、
鄒
衍
の
い
た
斉
・
魯
・
鄒
の
辺
り
が
儒
学
の
中
心
地
で
あ
っ

た
こ
と
を
傍
証
に
挙
げ
な
が
ら
、
鄒
衍
が
儒
家
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、

子
思
・
孟
子
か
ら
の
儒
学
を
受
け
継
い
だ
鄒
衍
が
、
儒
学
に
加
え
て
、
原
始
的
な
五
行
思

想
（
単
に
事
物
を
五
つ
に
分
類
す
る
考
え
方
）
を
用
い
て
、
徳
運
に
応
じ
て
符
瑞
が
現
れ

る
こ
と
や
そ
れ
ら
に
応
じ
た
統
治
方
法
を
説
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
顧
氏
の
こ
の
論
文

は
、
こ
う
い
っ
た
五
行
説
の
発
祥
の
み
な
ら
ず
、
更
に
、
鄒
衍
の
唱
え
た
五
徳
終
始
説

が
秦
漢
期
の
政
治
的
情
勢
の
中
で
如
何
に
変
遷
し
た
か
を
整
理
し
て
い
る
。
処
々
に
武
断

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
王
莽
期
に
至
る
ま
で
の
五
行
説
変
遷
史
を
本
格
的
に
論
じ
て
お
り
、

後
の
議
論
の
基
礎
と
な
る
重
要
な
論
文
で
あ
る(

14)

。 
 

梁
氏
の
論
は
鄒
衍
に
よ
る
造
作
を
重
視
し
、
顧
氏
も
概
ね
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
後
、
早
期
の
資
料
に
見
え
る
五
行
説
的
要
素
に
着
目
し
て
、
鄒
衍
が
突
然

全
て
を
作
り
上
げ
た
と
せ
ず
、
五
行
説
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
研
究
が
盛
ん

に
な
る(

15)
。 

斉
思
和
「
五
行
説
之
起
源
」(

16)

は
、『
左
伝
』
に
見
え
る
「
火
、
水
妃
也
（
火
は
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水
の
妃
で
あ
る
）
」
（
昭
公
九
年
）
、
「
水
、
火
之
牡
也
（
水
は
火
の
牡
で
あ
る
）
」
（
昭

公
十
七
年
）
と
い
っ
た
字
句
に
着
目
し
、
五
行
同
士
の
こ
う
い
っ
た
断
片
的
な
相
互
関

係
が
、
後
の
理
論
的
な
五
行
思
想
の
萌
芽
と
な
っ
た
と
考
え
る(

17)

。
ま
た
、
そ
の
発
展

は
天
文
の
分
野
で
遂
げ
ら
れ
た
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
、
『
淮
南
子
』
天
文
訓
や
『
漢

書
』
巻
二
十
六 
天
文
志
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
星
宿
を
五
色
で
区
別
し
、
日
月
の
軌
道

を
五
色
で
表
現
す
る
と
い
う
発
想
が
、
徐
々
に
そ
の
形
を
整
え
て
五
行
説
へ
と
発
展
し
た

と
推
測
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、「
五
行
」
が
、
具
体
的
な
五
物
を
指
す
用
語
か
ら
始
ま

っ
て
徐
々
に
抽
象
的
な
象
徴
へ
と
化
し
、
ま
た
地
上
の
物
で
あ
っ
た
の
が
天
文
へ
適
用
さ

れ
て
用
法
が
拡
大
し
、
や
が
て
、
そ
れ
が
鄒
衍
に
至
っ
て
遂
に
宇
宙
万
事
を
包
括
す
る
五

行
と
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
斉
氏
の
説
で
あ
る
。 

胡
厚
宣
「
論
五
方
觀
念
及
「
中
國
」
稱
謂
之
起
源
」(

18)

は
、
更
に
遡
っ
て
、
殷
代
の

甲
骨
文
を
参
照
す
る
。
す
な
わ
ち
、
甲
骨
文
に
「
東
土
受
年
」「
南
土
受
年
」「
西
土
受
年
」

「
北
土
受
年
」
と
い
っ
た
四
方
受
年
の
卜
辞
が
見
え
、
ま
た
別
に
「
中
商
」
と
い
う
言
葉

が
見
え
る
こ
と
を
根
拠
に
、
東
西
南
北
中
央
と
い
う
五
方
の
観
念
が
殷
代
に
有
っ
た
と
言

う
。
ま
た
、
「
帝
五
臣
」
「
帝
五
工
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
「
五
」
に
対
す
る
意
識
を
見
出

す
。
胡
氏
は
、
こ
う
い
っ
た
五
方
の
観
念
や
「
五
」
に
対
す
る
意
識
が
、
後
の
五
行
説
の

濫
觴
と
な
っ
た
と
考
え
る
。 

  
 

五
行
説
に
つ
い
て
殷
代
に
遡
っ
て
議
論
を
提
起
し
た
胡
厚
宣
氏
の
説
は
、
学
界
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
赤
塚
忠
「
中
国
古
代
に
お
け
る
風
の
信
仰
と
五
行
説
」(

19)

は
胡

氏
の
説
を
支
持
し
、
更
に
発
展
的
研
究
を
行
っ
た
。
赤
塚
氏
は
様
々
な
甲
骨
文
資
料
を
調

査
す
る
こ
と
で
殷
代
に
お
け
る
五
方
・
五
帝
臣
、
及
び
風
の
信
仰
を
考
察
し
、
四
方
風
を

四
季
風
と
見
な
し(

20)

、
そ
れ
を
五
行
説
の
源
流
と
結
論
し
た
。
す
な
わ
ち
、
四
方
風
が

季
節
ご
と
に
推
移
し
、
循
環
す
る
こ
と
が
、
後
の
『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
や
『
礼
記
』
月

令
に
見
え
る
よ
う
な
、
五
行
説
を
備
え
た
春
夏
秋
冬
の
時
令
に
発
展
し
た
と
い
う
。
そ
し

て
、
洪
範
の
字
句
も
、
五
材
と
し
て
の
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
組
み
合
わ
せ
も(

21)

、

こ
う
い
っ
た
季
節
の
変
化
・
循
環
を
探
究
し
て
来
た
経
験
の
上
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と

し
て
説
明
で
き
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
流
れ
の
上
で
、
五
行
説
を
「
人
間
界
、
特
に
君
主

に
適
用
」
し
た
こ
と
、
「
季
節
の
変
化
・
循
環
か
ら
引
き
離
し
て
独
立
の
い
っ
そ
う
普
遍

的
原
則
と
」
し
て
「
王
朝
交
代
の
必
然
的
原
則
と
し
た
こ
と
」
、
及
び
「
「
符
応
」
を
説
い

た
こ
と
」
が
鄒
衍
の
発
明
で
あ
る
と
見
な
す
。 

ま
た
、
龐
朴
「
陰
陽
五
行
探
源
」(

22)

は
、
胡
厚
宣
説
を
更
に
推
し
進
め
、
五
方
の
概

念
の
他
に
も
、
卜
辞
資
料
に
「
五
臣
」・
「
五
火
」
と
い
っ
た
言
葉
が
見
え
る
こ
と
を
根
拠

に
し
、
殷
人
が
「
五
」
を
尊
ん
だ
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
が
「
原
始

五
行
説
」
の
痕
跡
で
あ
る
と
述
べ
、
殷
代
に
既
に
五
行
的
体
系
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。

そ
し
て
、
後
に
五
行
思
想
は
五
材
や
干
支
を
取
り
込
み
、
五
味
・
五
色
・
五
声
を
加
え
、

膨
張
し
て
行
っ
た
。
そ
れ
が
、
や
が
て
出
自
の
異
な
る
陰
陽
思
想
や
八
卦
思
想
と
融
合
し
、

そ
の
融
合
結
果
が
『
管
子
』
や
『
逸
周
書
』
の
数
編
、
及
び
『
周
易
』
説
卦
伝
に
見
え
る

と
い
う
。
鄒
衍
に
よ
る
五
徳
終
始
説
も
、
そ
れ
は
陰
陽
五
行
説
の
発
展
と
い
う
流
れ
の
上

に
乗
っ
た
発
明
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
す
る
。 

一
方
、
池
田
末
利
「
五
行
説
序
説
―
―
五
材
か
ら
五
行
へ
―
―
」(

23)

は
、
胡
氏
の
説

に
つ
い
て
、「
東
南
西
北
と
中
商
が
連
続
的
に
契
卜
さ
れ
て
い
る
例
は
無
い
」「
五
方
観
念

が
当
時
既
に
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
五
行
と
関
係
を
有
す
る
根
拠
は
見
出
し

得
な
い
」
と
し
、
同
意
し
な
い
。 

池
田
氏
自
身
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
や
『
国
語
』
に
見
ら
れ
る
字
句
を
元
に
し
て(

24)

、

「
五
行
」
「
五
材
」
を
生
活
に
必
要
な
諸
物
質
と
見
な
し
、
そ
れ
が
「
生
活
に
必
須
な
物

質
の
神
格
化
・
祭
祀
化
」
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た(

25)

と
し
た
上
で
、
こ
う
し
た
物
質
的

で
相
互
に
干
渉
し
な
い
五
行
の
観
念
を
「
素
材
五
行
」
「
静
的
な
五
行
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
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て
、
そ
れ
が
陰
陽
の
動
的
原
理
（
相
互
に
干
渉
し
合
い
、
変
質
す
る
こ
と
）
に
触
発
さ
れ

る
こ
と
で
、
段
々
と
動
的
性
質
を
得
て
行
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
鄒
氏
が
「
従
来
の

素
材
的
・
断
片
的
な
五
行
説
を
集
成
し
て
こ
れ
を
原
理
化
し
、
以
て
五
徳
終
始
説
を
創
成

し
た
」
と
言
う
。 

 

ま
た
、
金
谷
治
氏
は
、
更
に
赤
塚
氏
・
龐
朴
氏
の
説
を
も
批
判
す
る
。
ま
ず
、
四
方
風

が
仮
に
時
令
説
の
源
流
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
時
令
説
と
五
行
説
が
結
び
つ
い
た
の
は
後

か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
五
行
説
の
源
流
を
四
方
風
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
す

る
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
殷
代
の
四
方
風
が
季
節
の
推
移
循
環
を
示
し
て
い
た
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
疑
問
を
表
す
る
。
ま
た
、
甲
骨
文
に
「
五
方
」
と
い
う
語
が
無
い

こ
と
、
「
五
火
」
の
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
、
龐
氏
の
所
謂
「
原
始
五
行

説
」
の
根
拠
が
薄
弱
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。 

金
谷
氏
自
身
は
、
『
尚
書
』
洪
範
や
『
管
子
』
諸
篇
、
そ
し
て
楚
帛
書
な
ど
に
つ
い
て

の
考
察
か
ら
、
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。
ま
ず
、
時
節
の
推
移
に
つ
い
て
の
思
考
か
ら
時

令
が
生
じ
、
そ
の
過
程
で
陰
陽
や
気
の
思
想
も
発
展
し
た
（
金
谷
氏
は
、
殷
代
の
四
方
風

が
陰
陽
や
時
令
へ
続
く
と
推
測
す
る
）
。
一
方
、
五
行
説
は
、
何
故
「
五
」
で
あ
っ
て
何

の
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た
か
は
不
明
な
が
ら
、
生
活
に
必
要
な
水
・
火
を
尊
ん
だ
り
土
を

祀
っ
た
り
す
る
伝
承
か
ら
、
『
左
氏
伝
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
素
朴
な
五
材
の
組
み
合
わ

せ
が
始
ま
り
、
そ
れ
が
抽
象
化
さ
れ
て
洪
範
の
よ
う
な
五
味
等
へ
の
配
当
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
戦
国
中
期
頃
ま
で
に
、
時
令
の
側
で
、
四
季
を
四
方
に
配
す
る
こ
と
に
伴

っ
て
中
央
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
、
楚
帛
書
や
『
管
子
』
幼
官
図
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
五
行
説
へ
の
接
近
が
起
こ
り
、
そ
の
後
に
、
鄒
衍
が
五
行
説
を
季
節
の
循
環
で
は
な
く

王
朝
交
代
史
に
当
て
は
め
て
、
五
徳
終
始
説
を
唱
え
た
、
と
い
う(

26)

。 

な
お
、
鄒
衍
五
行
説
に
つ
い
て
は
、
林
克
氏
に
よ
る
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。
林
氏
は
、

鄒
衍
の
五
徳
終
始
論
の
特
徴
を
、
①
各
王
者
に
非
視
覚
的
な
徳
が
備
わ
り
、
②
新
王
朝
誕

生
時
に
そ
の
徳
が
祥
瑞
と
い
う
形
で
現
れ
、
③
新
王
朝
は
そ
れ
に
応
じ
て
政
治
制
度
を
整

え
る
、
と
い
う
三
点
に
ま
と
め
る
。
ま
た
、
林
氏
は
、
こ
の
①
の
特
徴
に
、
天
与
で
非
視

覚
的
な
徳
を
唱
え
た
思
孟
五
行
説(

27)

か
ら
の
影
響
を
見
出
す
。
す
な
わ
ち
、
鄒
衍
が
思

孟
学
派
の
流
れ
を
受
け
て
、
従
来
の
五
材
的
な
五
行
と
は
異
な
る
、
非
視
覚
的
な
五
行
を

設
定
す
る
五
徳
終
始
説
を
生
み
出
し
た
も
の
と
い
う
。
ま
た
、
時
令
に
於
け
る
五
行
説
は
、

季
節
ご
と
の
非
視
覚
的
な
盛
徳
（
①
に
類
似
）
が
、
そ
の
時
節
に
燃
や
す
木
の
煙
に
よ
っ

て
可
視
化
さ
れ
（
②
に
類
似
）
、
そ
の
気
に
応
じ
て
居
所
衣
食
等
を
規
定
す
る
（
③
に
類

似
）
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
林
氏
は
、
こ
れ
を
、
鄒
衍
説
の
影
響
を
受
け
た
も
の

と
見
な
し
て
い
る(

28)

。
単
な
る
物
質
と
し
て
の
五
行
が
抽
象
的
・
非
視
覚
的
な
概
念
へ

発
展
し
た
こ
と
と
、
鄒
衍
の
位
置
付
け
と
を
関
連
さ
せ
て
明
晰
に
論
じ
て
お
り
、
今
後
も

議
論
す
べ
き
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。 

 

五
行
説
は
、
伝
統
的
に
は
伏
羲
や
黄
帝
が
発
見
し
た
と
さ
え
さ
れ
て
来
た
が
、
梁
氏
・

顧
氏
が
五
行
説
の
成
立
年
代
を
鄒
衍
に
ま
で
下
ら
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
研
究
で

は
、
む
し
ろ
出
土
資
料
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
鄒
衍
以
前
の
五
行
説
を
探
究
し(

29)

、

そ
の
揺
籃
を
殷
代
に
ま
で
遡
っ
て
求
め
る
考
察
ま
で
行
わ
れ
て
い
る(

30)

。
す
な
わ
ち
、

五
行
説
の
素
材
と
な
る
観
念
が
、
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
存
在
し
、
鄒
衍
が
五
行
説
の

整
備
・
飛
躍
に
お
い
て
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
、
注
目
さ
れ

る
。 

 

以
上
の
通
り
、
先
秦
時
代
に
お
け
る
五
行
説
の
形
成
や
、
そ
の
素
材
と
な
っ
た
概
念
に

つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
顧
頡
剛
氏
が
長
大
な
紙
幅
を
割
い

て
論
じ
た
、
秦
漢
期
に
お
け
る
五
行
説
の
変
遷
に
つ
い
て
も
、
多
少
の
研
究
が
あ
る
。

例
え
ば
、
小
林
信
明
氏
は
、
先
秦
期
に
つ
い
て
も
考
察
し
な
が
ら
、
か
な
り
の
紙
幅

を
割
い
て
漢
代
の
五
行
説
に
つ
い
て
全
般
的
に
論
じ
て
い
る(

31)

。
ま
た
、
島
邦
男

氏
も
、
時
令
文
献
の
文
面
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
時
期
を
推
測
し
た
上
で
、

漢
代
に
お
け
る
五
行
説
の
推
移
に
つ
い
て
考
察
し
た(

32)

。
こ
れ
ら
早
期
の
研
究
は
、

漢
代
五
行
説
の
推
移
を
や
や
直
線
的
に
捉
え
た
上
で
、
広
範
な
資
料
を
検
討
し
な
が
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ら
五
行
説
全
体
の
発
展
を
述
べ
る
姿
勢
を
特
徴
と
す
る
。 

 
し
か
し
、
既
に
李
零
氏
や
邢
義
田
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に(

33)

、
時
令
説
に
限
っ

て
も
、
戦
国
秦
漢
期
に
は
複
数
の
系
統
が
あ
り
、
し
か
も
同
一
系
統
同
士
で
も
異
説
を
有

し
て
い
る
。
ま
し
て
や
五
行
説
全
体
が
、
相
互
矛
盾
の
無
い
体
系
と
し
て
発
展
し
た
と
は

考
え
に
く
い
。
従
っ
て
、
小
林
氏
や
島
氏
に
よ
る
推
理
に
は
、
い
く
ら
か
無
理
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
五
行
説
諸
系
統
の
変
遷
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
綿
密
な
研
究
を
行
い
、
そ
れ

ら
の
成
果
を
綜
合
し
て
、
五
行
説
発
展
史
を
記
述
し
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

既
に
、
五
徳
終
始
説
の
分
野
で
は
、
讖
緯
説
と
い
う
視
点
か
ら
詳
細
な
研
究
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
お
り(

34)

、
医
学
に
お
い
て
も
『
黄
帝
内
経
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
五
行
的
言
説

に
つ
い
て
、
学
派
・
学
説
の
形
成
時
期
を
仮
定
・
推
定
し
、
内
容
の
変
遷
を
分
析
す
る
研

究
が
な
さ
れ
て
い
る(

35)

。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
補
足
を
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
五
行
説
の
発
展
に
つ
い
て
新
た
に
論
述
し
直
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 

本
研
究
の
方
針
と
構
成 

 

本
研
究
で
は
、
漢
代
に
お
け
る
五
行
説
、
と
り
わ
け
経
学
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
以

下
の
二
つ
の
方
針
に
基
づ
い
て
論
じ
る
。
一
つ
は
、
あ
る
程
度
信
用
で
き
る
資
料
の
み
に

依
拠
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
あ
く
ま
で
も
五
行
説
に
対
す
る
考
察
に
留
め

る
こ
と
で
あ
る
。 

五
行
に
関
す
る
文
献
に
は
、
出
自
の
怪
し
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
『
春
秋

繁
露
』
五
行
諸
篇
は
董
仲
舒
の
五
行
説
を
研
究
す
る
際
の
重
要
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
董
仲
舒
の
説
と
は
信
じ
な
い
。
そ
の
内
容
や
『
漢
書
』
の
記
述
か

ら
考
え
れ
ば
、
後
漢
以
降
の
作
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
第
五
章

第
二
節
で
詳
論
す
る
）
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
の
強
い
文
献
を
、
本
研
究
で
は
極
力
使
用
し

な
い
。
そ
の
た
め
に
資
料
が
不
足
し
、
明
確
な
結
論
に
至
ら
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
已
む
を
得
な
い
。 

 

ま
た
、
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
の
五
行
説
の
変
遷
に
関
連
し
て
、
様
々
な
事
柄
が
考

え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
五
行
の
総
合
化
が
経
学
の
兼
修
化
と
時
期
が
一

致
す
る
こ
と
を
、
筆
者
は
偶
然
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
他
に
も
、
天
に
対
す
る
観
念

の
変
遷
と
い
っ
た
こ
と
も
、
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
研
究
で
は
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
詳
論
し
な
い
。
本
研
究
の
対
象
は
あ
く
ま
で
も
五
行
説
で
あ
り
、
そ
の
考
察

に
留
め
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
著
者
自
身
の
実
力
不
足
に
よ
り
、

こ
の
よ
う
に
壮
大
な
題
材
は
論
じ
切
れ
な
い
。 

 

第
一
章
で
は
、
先
行
研
究
を
元
に
し
て
、
先
秦
時
代
の
五
行
説
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

こ
の
時
期
は
、
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
の
五
種
の
名
や
、
五
行
・
方
位
・
季
節
の
配

当
、
そ
し
て
五
行
相
勝
の
規
則
と
い
っ
た
基
本
的
な
要
素
が
出
揃
う
、
五
行
説
の
萌
生
期

と
謂
え
る
だ
ろ
う
。 

第
二
章
で
は
、
前
漢
期
の
五
行
説
の
、
特
に
五
徳
終
始
説
・
時
令
説
及
び
『
洪
範
五
行

伝
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
は
同
じ
く
五
行
を
用
い
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
理
論
・
体
系
を
有
し
て
お
り
、
異
な
る
分
野
同
士
の
内
容
を
比
較
し
た
場
合
に
は
矛
盾

も
見
出
さ
れ
る
。
先
秦
期
と
同
様
に
、
未
だ
な
お
雑
多
な
説
が
別
々
に
発
達
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
、『
洪
範
五
行
伝
』・
五
徳
終
始
説
・
時
令
説
が
徐
々
に

儒
者
た
ち
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
五
行
説
が
儒
学
に
入
り
こ
ん
だ

時
期
で
あ
る
。 

第
三
章
、
第
四
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
劉
向
と
劉
歆
に
よ
る
、
五
行
説
の
整
理
・
体
系
化

に
つ
い
て
論
じ
る
。
相
互
に
異
な
る
理
論
・
内
容
を
有
す
る
幾
つ
か
の
五
行
説
を
、
劉
向

親
子
は
、
易
や
月
令
の
下
に
そ
れ
ら
を
整
合
さ
せ
、
体
系
化
を
進
め
た
。 

第
五
章
で
は
、
後
漢
期
の
経
学
に
お
け
る
、
五
行
を
め
ぐ
る
議
論
を
紹
介
す
る
。
劉
向

親
子
に
よ
っ
て
体
系
化
が
図
ら
れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
落
着
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
む

し
ろ
異
分
野
間
の
複
雑
な
議
論
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
こ
の
議
論
の
複
雑
化
が
、
五
行
説

に
更
な
る
発
展
を
準
備
し
た
と
謂
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 
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